
一
月
二
十
九
日
、
猪
に
よ

る
悲
惨
な
事
故
が
起
き
た
。

行
政
が
果
た
す
役
割
は
何

か
。潰

溜
で
の
事
故
を
二
度
と

起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
間

伐
が
急
務
と
考
え
る
。

間
伐
は
、
平
成
十
三
年
か

ら
五
年
間
に
九
百
ha
行
っ
て

き
た
が
、
十
九
年
度
に
は
作

業
道
二
万
二
千
六
百
ｍ
、
間

伐
九
四
五
ha
で
約
一
億
円
の

予
算
を
計
上
。

適
切
な
間
伐
の
推
進
を
図

り
、
下
層
植
生
を
促
し
、
動

植
物
と
共
生
で
き
る
健
全
な

「
森
づ
く
り
」
を
目
指
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

国
は
、
が
ん
ば
る
町
村
に

特
別
の
交
付
税
措
置
を
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
町
の

売
り
物
は
何
か
。

国
は
、「
少
子
化
対
策
」
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問

西
森
常
晴

答

産
業
建
設
課
長

問

西
　
森

答 地域産品を集約して対応

本町の売り物は

「
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン

ド
化
」「
若
者
自
立
支
援
」

な
ど
10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
あ

げ
、
こ
れ
に
取
り
組
め
ば
、

一
町
村
に
つ
き
単
年
度
、
上

限
三
千
万
円
の
特
別
交
付
税

措
置
が
三
年
間
受
け
ら
れ

る
。本

町
で
は
、
地
域
産
品
を

集
約
し
、
「
地
場
産
品
発

掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
検
討
を
始
め
て
い

る
。国

は
、
二
千
七
百
億
円
の

予
算
を
組
ん
で
い
る
と
い

う
。仁

淀
川
町
の
目
玉
は
「
間

伐
促
進
」
で
は
な
い
か
。

全
国
に
も
放
送
さ
れ
た
、

一
月
二
十
九
日
の
「
猪
に
よ

る
事
故
」
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
信
念
で
、
人
間
と
動

植
物
が
共
生
で
き
る
町
づ
く

り
に
取
り
組
む
姿
こ
そ
、
共

感
を
呼
ぶ
と
信
じ
る
。

答

町
　
長

問

西
　
森

森林救援隊（ボランティア）による間伐作業（上名野川）



吾川中 仁淀中 池川中 合　計

中3年

2年

1年

14

21

16

18

19

18

22

13

5

54

53

39

十
二
月
議
会
で
提
案
し
た

中
学
校
の
統
合
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

町
長
か
ら
、
現
時
点
で
統

合
は
考
え
て
い
な
い
と
の
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
行
政

方
針
と
の
整
合
性
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

議
員
の
提
案
は
、
こ
と
あ

る
ご
と
に
話
し
て
い
る
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成19年5月10日発行（9） 第7号

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
地
方
は
独
自
の

考
え
、
取
り
組
み
を
し
な
い

と
国
に
も
捨
て
ら
れ
て
い
く

の
で
は
。

ま
た
、
地
域
は
地
域
の
発

想
を
展
開
し
て
い
く
事
が
大

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
町
民
の
皆
様
と
共
に
考

え
、
明
る
く
楽
し
い
田
舎
づ

く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

議
会
を
傍
聴
に
お
い
で
て

く
だ
さ
い
。

池
川
地
区
に
は
三
中
学
校
、

十
小
学
校
の
時
代
も
あ
り
人

口
も
九
〇
〇
〇
人
余
り
で
地

域
を
支
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
現
在
一
中
、
一
小
と
な

り
複
式
学
級
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。

昭
和
三
十
年
代
に
は
中
学

校
卒
業
生
を
金
の
卵
と
し
て

都
市
に
就
職
、
都
市
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
で
は
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
二
月
の
新
聞
で
十
年

以
内
に
全
国
で
二
六
四
一
、

四
国
で
は
四
九
四
の
集
落
が

消
滅
の
恐
れ
と
報
道
が
あ
り

議
長
一
口
メ
モ
！

地
域
担
当
職
員
制
度
を
導

入
し
て
の
成
果
と
感
想
を
。

世
帯
数
の
少
な
い
散
在
集

落
、
延
べ
二
八
〇
〇
世
帯
を

訪
問
。
意
見
や
要
望
を
聞
き

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
順

次
対
応
し
施
策
に
反
映
し
て

い
る
。

一
つ
の
例
と
し
て
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
」
の
運

行
は
住
民
の
意
見
を
も
と
に

実
施
に
移
し
た
も
の
。

提
案
だ
が
、
職
員
が
過
剰

気
味
の
仁
淀
川
町
だ
が
、
バ

イ
ク
を
購
入
し
て
、
住
民
へ

の
回
覧
文
書
は
週
一
回
、
職

員
が
届
け
た
ら
ど
う
か
。

区
長
に
配
布
を
頼
む
と
住

民
の
要
望
も
伝
わ
っ
て
く

る
。予

算
を
組
ん
で
職
員
を
回

す
考
え
は
な
い
。

問

西
　
森

答

町
　
長

問

西
　
森

答

町
　
長

回
覧
文
書
は
職
員
が
配
れ検

討
し
た
い

答

池
川
小
の
卒
業
生
は
7
人

で
、
内
2
人
は
他
町
村
の
中

学
へ
。
池
川
中
の
新
一
年
生

は
5
人
と
な
る
が
。

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
は
支

障
が
あ
る
。
少
な
い
状
況
の

中
で
教
育
効
果
を
上
げ
る
た

め
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し

て
い
く
。

結
婚
し
て
、
仁
淀
川
町
で

新
婚
生
活
を
送
り
、
中
学
入

学
時
に
は
町
外
へ
が
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
き
た
。

中
学
校
の
統
合
を
早
急
に

進
め
、
体
力
、
知
力
、
情
操

力
と
「
力
の
あ
る
学
校
」
づ

く
り
に
努
め
な
い
と
、
町
の

過
疎
化
、
衰
退
に
拍
車
を
か

け
る
と
思
う
が
。

県
の
学
校
規
模
の
検
討
委

員
会
の
中
で
も
出
て
い
る
よ
う

に
、
一
学
級
二
十
人
以
上
最
低

で
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

職
員
が
週
一
回
、
回
覧
文

書
を
持
っ
て
訪
問
す
る
。

そ
の
繰
り
返
し
の
中
で
、

一
年
後
、
二
年
後
回
を
重
ね

る
こ
と
に
町
民
の
生
の
声
が

聞
こ
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。予

算
を
組
め
と
い
っ
た
の

は
乗
用
車
で
は
燃
費
が
高
い

か
ら
、
バ
イ
ク
を
購
入
し
た

ら
ど
う
か
と
言
っ
た
の
で
、

人
件
費
を
組
め
と
い
っ
た
の

で
は
な
い
。
合
併
し
て
職
員

数
が
多
い
こ
と
は
町
長
も
認

め
て
い
る
で
は
な
い
か
。

提
言
の
件
は
検
討
し
た

い
。

問

西
　
森

答

教
育
長

問

西
　
森

答

教
育
長

問

西
　
森

答

教
育
長

5人で大丈夫か？
できる限りの努力をして答

中学統合問題

問

西
　
森

答

町
　
長

生徒数 （現在）
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保
護
者
や
地
域
の
意
見
を
参
考
に

ふ
た
ば
保
育
所
の
改
築
は

答

ふ
た
ば
保
育
所
は
築
三
十

年
を
経
過
し
、
手
狭
な
上
に

老
朽
化
が
激
し
い
。
改
築
は

急
を
要
す
る
と
思
う
が
そ
の

対
策
は
。
ま
た
、
臨
時
職
員

が
早
出
、
遅
番
で
ク
ラ
ス
を

持
っ
て
い
る
が
正
職
員
が
担

当
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ふ
た
ば
保
育
所
は
老
朽
化

が
進
み
、
雨
漏
り
な
ど
修
繕

を
し
な
が
ら
保
育
事
業
に
当

た
っ
て
い
る
。
園
庭
や
町
道

が
狭
く
事
故
の
危
険
性
も
あ

る
。
新
築
、
移
転
は
保
護
者

会
や
地
域
の
意
見
を
参
考
に

検
討
す
る
。

正
職
員
四
人
体
制
で
対
応

し
て
お
り
、
職
員
数
基
準
で

池
川
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

は
不
足
は
し
て
い
な
い
。

園
長
に
は
事
務
処
理
総
括

的
な
仕
事
も
あ
り
、
最
近
は

低
年
齢
の
入
所
者
等
で
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
三
人
の
臨

時
職
員
を
置
き
対
応
し
て
い

る
。

指
定
管
理
者
と
の
協
定
で

は
、
違
反
や
必
要
な
指
示
に

従
わ
な
い
と
き
は
、
業
務
の

停
止
や
取
り
消
し
が
で
き
る

が
、
池
川
高
齢
者
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー
の
管
理
者
（
土
佐

自
然
工
場
）
に
前
議
会
で
指

摘
し
た
指
示
を
し
た
か
、
相

手
方
が
指
示
に
従
わ
な
い
の

か
。計

上
さ
れ
て
い
る
金
額
は

何
を
根
拠
に
決
定
し
た
か
。

経
営
は
指
定
管
理
者
に
移

っ
て
お
り
、
経
営
内
容
等
調

査
す
べ
き
と
思
う
が
現
段
階

で
は
そ
の
考
え
は
な
い
。

前
議
会
以
降
一
度
会
っ
た

が
指
示
は
し
て
い
な
い
。

今
年
度
予
算
に
委
託
料
と

し
て
六
七
〇
万
円
計
上
し
て

い
る
が
、
詳
細
は
今
後
話
し

合
い
で
決
定
す
る
。

協
定
書
に
よ
る
と
指
定
管

理
者
は
「
信
義
に
沿
っ
て
履

行
し
、
円
滑
な
セ
ン
タ
ー
運

営
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
が
履
行
さ
れ
て

い
る
と
思
う
か
。

ま
た
、
委
託
料
は
「
甲
、

乙
協
議
の
上
で
決
定
す
る
」

と
あ
る
が
協
議
も
な
し
に
予

算
計
上
し
、
予
算
が
認
め
ら

れ
て
か
ら
話
し
合
い
を
す
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
町

民
の
税
金
だ
、
も
っ
と
慎
重

に
。土

佐
自
然
工
場
は
高
齢
者

に
仕
事
を
与
え
、
善
良
な
る

管
理
者
と
し
て
誠
実
に
業
務

を
行
っ
て
い
る
と
思
う
。

管
理
業
務
以
外
で
は
信
義

に
外
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

業
務
内
容
は
適
正
と
思
う
。

委
託
料
六
七
〇
万
円
は
予

算
計
上
の
段
階
で
あ
り
、
金

額
は
こ
れ
か
ら
話
し
合
う
予

定
で
あ
る
。

答
弁
に
な
っ
て
い
な
い
。

あ
な
た
の
考
え
で
は
な
く
協

定
が
履
行
さ
れ
て
い
る
か
。

「
業
務
内
容
は
適
正
で
善

良
な
る
管
理
者
だ
」
と
い
う

な
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
業
務

報
告
書
か
ら
聞
く
が
、
建
物

の
維
持
費
二
四
〇
万
円
は
高

過
ぎ
る
。

ま
た
、
年
末
、
年
始
、
日

曜
だ
け
が
休
み
で
、
年
間
三

一
〇
日
出
勤
の
職
員
が
い
る

が
事
実
か
。
こ
の
職
員
の
日

給
は
六
四
〇
〇
円
で
、
人
件

費
総
額
四
三
〇
万
円
。
維
持

費
の
二
四
〇
万
円
と
合
計
で

委
託
料
の
六
七
〇
万
円
と
な

る
が
、
高
齢
者
の
賃
金
は
委

託
料
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
な

い
。
も
う
少
し
高
齢
者
の
こ

と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

報
告
内
容
に
虚
偽
の
記
載

は
な
い
と
思
い
金
額
は
こ
れ

か
ら
確
認
し
協
議
を
す
る
。

築30年を経過し、老朽化が進んだ「ふたば保育所」（森）

問

若
藤
敏
久

答
池
川
総
合
支
所
長

問

若
　
藤

答
池
川
総
合
支
所
長

問

若
　
藤

答
池
川
総
合
支
所
長

問

若
　
藤

答
仁
淀
総
合
支
所
長

答
仁
淀
健
康
福
祉
課
長
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答 耐震補強と塗装工事を国に要望

上仁淀橋の
老朽化が進んでいるが

耐震補強工事を国に要望しているが（上仁淀橋）

スクールバス

国
道
四
三
九
号
の
上
仁
淀

橋
は
利
用
度
の
高
い
国
道
橋

だ
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

が
町
の
対
応
は
。

県
は
平
成
十
九
年
度
に
は

橋
の
耐
震
補
強
及
び
塗
装
工

事
の
実
施
を
国
に
要
望
し
て

い
る
。
改
良
工
事
は
構
造
上

大
変
厳
し
い
と
報
告
を
受
け

て
い
る
。

運
転
手
と
検
察
側
の
主
張

が
大
き
く
食
い
違
う
こ
と
か

ら
、
十
一
月
十
九
日
の
話
で

は
、
研
究
し
勉
強
も
し
た
い

と
の
返
事
で
あ
っ
た
が
、
今

後
は
ど
う
な
る
の
か
。

事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、

行
政
処
分
、
刑
事
責
任
、
民

事
責
任
の
義
務
が
課
せ
ら
れ

る
。
行
政
処
分
と
刑
事
責
任

は
運
転
手
が
個
人
と
し
て
問

わ
れ
る
責
任
で
民
事
責
任
に

か
か
る
損
害
賠
償
は
現
在
、

市
町
村
共
済
保
険
の
方
で
手

続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

裁
判
を
傍
聴
し
て
い
る

か
。

非
常
に
関
心
は
あ
る
が
傍

聴
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

裁
判
の
傍
聴
に
行
っ
た
か

行
っ
た
こ
と
は
な
い

答

スクールバス事故

問

坂
本
伝
一

問

坂
　
本

答

町
　
長

問

坂
　
本

答

教
育
長

答

教
育
長



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成19年5月10日発行 第7号　（12）

答 地域で検討中

寺村小（休校中）の
今後の利用方法は

寺
村
小
学
校
は
長
い
歴
史

を
持
ち
、
優
秀
な
生
徒
が
卒

業
し
て
い
る
。
現
在
休
校
だ

が
今
後
復
帰
す
る
見
通
し
が

あ
る
か
。

今
後
、
学
校
と
し
て
復
帰

す
る
見
通
し
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

復
帰
す
る
見
通
し
の
な
い

学
校
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
か
。
具
体
的
に
検
討
し
て

い
る
か
。

校
舎
の
利
用
は
、
地
域
の

方
に
検
討
を
お
願
い
し
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
そ
の

問
題
を
投
げ
か
け
有
意
義
な

活
用
が
出
来
る
よ
う
考
え
て

い
る
。
現
在
計
画
は
で
て
い

な
い
。

私
の
思
い
を
提
案
す
る
。

高
齢
者
の
方
が
少
し
で
も
所

得
が
上
が
る
よ
う
な
、
高
齢

者
の
内
職
セ
ン
タ
ー
な
ど
民

間
企
業
に
公
募
し
無
料
貸
与

す
る
こ
と
を
投
げ
か
け
て
み

た
ら
ど
う
か
。

議
員
提
案
の
活
用
方
法
も

あ
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
呼

び
か
け
も
し
て
い
き
た
い
。

平成16年4月から休校になっている寺村小。利用方法は地域に投げかけているが（寺村）

問

岡
田
良
成

答

町
　
長

問

岡
　
田

答

教
育
長

問

岡
　
田

答

町
　
長
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多い職員
合併して、3役、議員は1/3となったが（本庁）

町
外
か
ら
通
っ
て
い
る
職
員
は

旧
吾
川
19
、仁
淀
4
、池
川
2
計
25
人

答

町外通勤者

多
い（
50
〜
60
人
）職
員
の
処
遇
は

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る

答
十
二
月
定
例
議
会
で
若
藤

議
員
の
質
問
に
町
長
は
職
員

数
が
50
人
か
ら
60
人
多
い
と

答
弁
し
た
。
多
い
職
員
は
辞

め
ら
し
た
ら
良
い
。
職
員
の

モ
ラ
ル
が
低
い
、
あ
い
さ
つ

が
で
き
な
い
、
対
応
が
悪
い

と
厳
し
い
町
民
の
声
が
多
い

が
、
辞
め
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
良
い
方
法
を

考
え
て
い
る
の
か
。

近
隣
の
町
村
と
比
較
し
た

場
合
に
職
員
が
多
い
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。

合
併
協
議
会
で
総
合
支
所

方
式
を
採
用
し
一
定
の
職
員

は
必
要
で
あ
り
、
限
ら
れ
た

人
員
と
財
源
の
中
で
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
効
率

的
な
体
制
づ
く
り
に
努
め
、

職
員
自
ら
資
質
を
高
め
、
新

し
い
こ
と
に
取
り
組
む
意
欲

や
目
標
を
達
成
す
る
職
場
づ

く
り
、
職
員
の
資
質
の
向
上

に
努
め
る
。

職
員
180
人
、
臨
時
職
員
50

人
の
給
料
は
一
二
億
五
一
九

九
万
五
〇
〇
〇
円
。
職
員
に

対
し
て
厳
し
い
意
見
が
あ
る

こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

総
合
支
所
の
職
員
は
足
り
て

い
る
か
。
支
所
長
の
業
務
は
。

住
民
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
努
力
を
し
て
い

る
。
職
員
が
余
っ
て
い
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
。
支
所
長

と
し
て
は
職
場
環
境
づ
く
り

に
配
慮
し
、
支
所
と
し
て
サ

ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ

う
貢
献
し
、
存
在
感
の
あ
る

支
所
づ
く
り
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
り

職
員
の
指
導
監
督
を
し
て
い

る
。支

所
長
は
課
長
兼
務
で
き

な
い
か
。

支
所
長
と
し
て
職
務
を
果

た
し
た
い
と
思
う
。

町
外
か
ら
の
勤
務
す
る
職

員
数
と
臨
時
職
員
数
は
。

町
外
か
ら
通
っ
て
い
る
職

員
に
は
批
判
の
声
が
あ
る
こ

と
は
、
私
も
町
長
、
助
役
も

承
知
し
て
い
る
。
町
外
か
ら

の
通
勤
者
は
25
人
で
、
内
訳

は
旧
吾
川
19
人
、
旧
仁
淀
4

人
、
旧
池
川
2
人
と
な
っ
て

い
る
。

臨
時
職
員
数
は
、
一
般
事

務
9
人
、
看
護
師
補
助
8
人
、

保
育
士
19
人
、
そ
の
他
、
土

木
作
業
員
、
学
校
用
務
員
に

従
事
す
る
職
員
13
人
、
合
計

49
人
。

答
池
川
総
合
支
所
長

問

岡
　
田

答

町
　
長

問

岡
　
田

答
仁
淀
総
合
支
所
長

問

岡
　
田

答
池
川
・
仁
淀
両
支
所
長

問

岡
　
田

答

総
務
課
長




